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♢年頭挨拶　

♢臨床の現場から 

♢永頼会設立60周年記念座談会

♢コーチングへの取り組み

♢連携医療機関の紹介

♢お知らせ
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市三番町5丁目9-4
電話番号 ： 089-941-6288
診療科 　： 内科・消化器内科、呼吸器内科、訪問診療
休診日　 ： 木曜・土曜午後・日曜・祝日
※訪問診療により、医師不在になることがありますのでご了承ください。　　　　

　当クリニックは、風邪や発熱、生活習慣病をはじめ、消化器
内科、呼吸器内科、胃腸内科に特化した診療を提供していま
す。　地域密着の診療を続け、現在は兄弟2人体制で地域に
根ざした医療を提供しております。
　患者さま一人ひとりに寄り添い、問診票だけでなくじっくり

お話をお伺いして、症
状やお悩みに合った治
療を行います。
　また、訪問診療では
ご家族や施設とも連携
し、真摯に対応してい
ます。オフィス街に位置
する利点を活かして、

忙しい社会人の方々にも空いた時間に気軽に相談できる環
境を整えておりますので、健康に関するお悩みがあれば、ど
うぞお気軽にご相談ください。
　松山市民病院には、かかりつけの患者さまが精密検査や
入院加療を必要とされ
た際などに紹介させて
頂き、お世話になって
おります。引き続き、連
携を深めていきたいと
思いますので、よろしく
お願いいたします。
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年頭挨拶
　―地域住民・職員に信頼と幸福をもたらす病院をめざす―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　柚木 茂
　謹んで新年のご挨拶を申し上げま
す。松山市民病院と連携、交流をい
ただいている医療機関・施設の皆様、
そして地域住民の皆様には、日頃より
多大なるご支援とご指導を賜り、心よ
り感謝申し上げます。

　昨年を振り返りますと、年始早々の
大地震に続き、復興が進む中で豪雨
災害が発生するなど、試練の多い一
年でした。それにもかかわらず、復
興に向けて尽力される皆様の姿には、
日本人の絆の強さを改めて感じ、心
を打たれました。また、パリオリンピッ
クや大谷翔平選手の輝かしい活躍な
ど、多くの方々が希望と勇気を与えて
くださった一年でもありました。
　2025 年は、乙巳（きのとみ）の年
にあたります。「巳」は脱皮を繰り返
して成長する蛇を象徴し、新たな始ま
りや変化の兆しを示す干支と言われて
います。また、「乙」は若々しい芽吹
きや成長を表し、次の飛躍に向けた
準備の年とされます。私たちもこの象

意に倣い、現状にとどまることなく進
化を続け、地域医療のさらなる安定
と発展を目指したいと考えます。
　昨年、一般財団法人永頼会は設立
60 周年を迎えました。「永頼会」とい
う名称は、書経に記される「萬世永頼」
に由来し、「末永く地域住民の皆様か
ら頼りにされる存在であり続ける」と
いう願いが込められています。設立の
精神を胸に、これからも住民の皆様と
職員に信頼される病院でありたいと思
います。
　長年受け継がれてきた良さを残し
つつ、進化を続けたいという思いか
ら、今年の病院の目標を「地域住民・
職員に信頼と幸福をもたらす病院を
めざす」と掲げ、以下の 5 つの取り
組みを進めてまいります。

1. 良質な医療の提供
2. 職場環境の改善
3. 健全な経営基盤の確立
4. 大規模災害に対する準備
5. 地域貢献

　山田 恵爾 先生  　山田 瑞穂 院長

南海トラフ地震をはじめ、局所的豪雨
や竜巻などの自然災害への備えは引
き続き重要な課題です。また、救急
車受け入れ台数の増加に対応し、急
性期病院としての役割を果たすため
には、医師、看護師、メディカルスタッ
フの確保が急務となります。患者さん
に寄り添い、信頼される医療を提供
することで、地域住民の皆様と職員が
幸福を実感できる病院を目指して取り
組んでまいります。
昨年 12月には病院機能評価 Ver.3.2

の審査を受け、患者さんがより安心し
て安全な医療を受けられる病院整備
を進めることができました。今後も「松
山市民病院らしさ」を磨き、きめ細
やかな対応を心がけることで、地域
医療の発展に貢献していく所存です。

　本年が皆様にとっても飛躍の一年と
なりますよう、心よりお祈り申し上げ
ます。引き続き、ご指導とご鞭撻のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。

△土曜日診療12：00まで
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　着任医師の紹介
①所属  ②卒業大学、卒年  ③出身地  ④血液型  ⑤コメント（趣味など）

運営委員集合写真（1列目左より：浅野事務長、小田原副院長、重見副院長、柚木院長、田中副院長、上岡
看護部長、大塚院長補佐兼薬剤部長、2 列目左より：玉野医療事務部長、岡山臨床工学室長、高橋放射線
技師長、平井リハビリテーション室長、和泉元臨床検査技師長、神野事務次長、西田総務部長）　

連携医療機関の紹介
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横山 彰仁［常勤顧問］
①呼吸器・アレルギーセンター長　
②富山医科歯科大学　1983年卒
③愛媛県新居浜市　④A型
⑤今年8月9・10日にANAクラウン
プラザホテル松山で日本喘息学会
総会学術大会を主催させていただきます。
ご参加・ご協力を賜れば幸甚です。よろしくお願いします。

　当院にて看護部長を務められた、
北村 信子（旧姓 大政）氏が令和 6年
秋の叙勲にて瑞宝双光章を賜りまし
た。
（北村氏より）
　昨年 10 月 6日、県庁での伝達式に
おいて、瑞宝双光章を賜るという大
変光栄な機会をいただきました。そ
して 11 月 18 日には、ホテルニュー
オータニにて厚生労働省主催の伝達
式に出席し、その後、皇居豊明殿に
おいて、数百名の叙勲者の皆さまと
ともに、天皇陛下に謁見するという
誠に貴重な経験をさせていただきま
した。

　私は新卒で松山市民病院に勤務し
て以来、定年までの長きにわたり看
護業務に従事してまいりました。そ
の間、多くの患者さんやご家族、そ
して共に働く仲間たちと関わりなが
ら、一日一日を大切に過ごしてきま
した。今回、このような栄誉ある勲
章を賜ることができたのは、ひとえ
に松山市民病院の看護業務が認めら
れた証であり、それが私自身の誇り
となっております。

　この道のりを支えてくださったす
べての方々に、心から感謝申し上げ
ます。ともに歩んできた同僚の皆さ
ま、患者さん、そして家族の支えが
あったからこそ、今日という日を迎
えることができました。看護という
仕事を通じて、社会に貢献できたこ
と、そしてその努力がこのような形
で評価されたことを、深く感謝いた
します。

改めまし
て、皆さ
まのご支
援に心よ
り御礼申
し上げま
す。

北村 信子 元看護部長が
瑞宝双光章を叙勲されました

よこやま あきひと

ホテルニューオータニにて記念撮影　


